
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域から支えられている南部小学校 

校 長 佐 藤 藤 彰 

 

 夕方になると、ビオトープのケヤキの木が光り輝きます。児童会の「ふれあい委員会」が、

イルミネーションで飾ってくれたのです。委員会活動の時間に子ども達からケヤキの木を飾

りたいと希望が出され、地域の電気屋さんから協力をいただいて飾ることができたのです。

このことを学校のホームページに載せたところ、もっと美しく飾ったらと山形市内の方から

イルミネーションの電球等を寄贈したいとの申し出があり、ありがたくいただいたところで

す。また、近所の方からは、電源使用の申し出もいただきました。大変ありがたく思ってい

ます。皆様のご厚意に支えられているから、ケヤキはより美しく光り輝いているのでしょう。 

4 月に赴任して９ヶ月になりますが、ケヤキのことだけでなく、地域の皆様から日々たく

さん支えられていることを実感しております。2 学期も子ども達は事故に遭うことなく、安

全に過ごすことができております。これも、防犯協会の皆様、安全協会の皆様、見守りボラ

ンティアの皆様、子ども１１０番の皆様から、登下校時だけでなく、帰宅後の地域での生活

面についても見守っていただいているからだと感謝しているところです。フラワークラブや

ビオトープ運営委員会の皆様からは特に協力をいただき、花いっぱいの美しい学校で子ども

達は元気に学んでおります。また、図書室の整理や読み聞かせ、そして畑や田んぼ、さくら

んぼの先生、習字や低学年算数の先生として、地域の多くの方々から学習ボランティアとし

て大変お世話になっております。子ども達は、皆様とのいろいろな関わりをとおして、貴重

な体験活動を行うことができました。お陰様で、なごやかな学校生活を送り、落ち着いて学

習に取り組んでいます。 

 地域の皆様の願いと期待に応えるべく、子ども達の学ぶ過程に寄り添いながら、学年でつ

けるべき力を確実に身につけるよう職員一同努めてまいります。今後ともよろしくお願いい

たします。 

 

 南部小学校は、１２月２５日（木）から１月７日 

（水）まで年末・年始休業になります。子ども達を 

事故・事件から防ぐために、この休み中も皆様には 

「目をかけ」「声をかけ」ていただきたいと願って 

おります。よろしくお願いします。 

 

★★★★★★★★★★★★★★★ 

発行日 平成２０年１２月２０日 

発行所  寒河江市立南部小学校 

★★★★★★★★★★★★★★★ 

しっかり止まって、はっきり確認 

 

南部っ子  

日 曜 校 内 の 予 定 日 曜 校 内 の 予 定 

20 土  1 木 （祝）元日 

                   平成２０年度  21 日  2 金  

22 月 授業４校時 個人面談 ４年学年弁当  3 土  

23 火 （祝）天皇誕生日 4 日  

24 水 授業３校時 終業式 学校評価会議  5 月 年始休業 

25 木 年末休業 諸帳簿提出 6 火  

26 金 官庁御用納め 7 水  

27 土 8 木 授業３校時 始業式 安全の日  

28 日 ９ 金 書き初め大会 返本日 みなみおはなしかご  

29 月  1０ 土  

30 火  1１ 日  

 31 水  １２ 月 （祝）成人の日 

１月２３日（金） １～３年授業参観・全体会・学級懇談会 

 

■１２月１０日（水）心を育む学校給食旬間の取り組みのひ

とつとして、元気はつらつ委員会（保健委員会）主催の豆つ

かみ大会が行われました■制限時間（３０秒間）で、どのく

らい豆をつかめるか（となりの皿にうつすことができるか）

を全校生で競い合いました■みんな、とても上手に箸を使え

たみたいです■優勝は 6 年生の佐藤勇太さんでした。

 

■11 月 18 日（火）ふれあい委員会

でビオトープライトアップ作戦を行

いました■委員会活動で企画したラ

イ ト ア ッ プ 作 戦 と な り ま し た ■

16:00～19:00 をめどにライトア

ップを行っています。 

おかげさまで、南部小学校の子どもたちは、今年１年大きな事

故にあうこともなく、元気に過ごすことができました。地域のみな

さんのおかげです。ほんとうにありがとうございました。今後とも

宜しくお願いいたします。よいお年をお迎えください。 



＜今年のがんばり＞かかわりを広げる「なかよし班活動」 

南部小学校ではなかよし班活動（縦割り班活動）に  

取り組んで、７年目になります。清掃活動を中心に 

始め、運動会の取り組み、給食での取り組みと活動 

の場を広げてきました。異年齢交流での体験的な活 

動を通して、他の人の存在を大切にし、豊かな人間 

関係の中で子どもたちに健やかな心と体を育てたい 

と願い、実践してきたところです。 

（１）たてわり掃除（清掃） 

 時期を決めて、なかよし班ごとに清掃分担箇所の清掃をしています。そうじをともにすること

で、上学年は下学年に対する思いやりある接し方、思いやる心を学び、下学年は上学年に協力、

仕事を分担することを学んでいます。 

（２）なかよし種目（運動会） 

 運動会を４組（赤・白・黄・青）対抗戦で行い、学年の団体種目を１・６年、２・４年、３・

５年のなかよし学級で行いました。練習の取り組みを通して、集合整列や競技、応援の態度など

お互いに協力し合い、励まし合う姿が見られます。 

（３）なかよし給食（給食） 

 学期に１回、班ごとに教室に集まり、座席を配置し、配膳・会食・後片付けを行います。普段

とは違った雰囲気での会食であるため、最初は緊張しているものの共通の話題を見つけながら、

会話を交わすことで次第に柔らかい空気になって楽しく食べることができました。 

（４）クローバー集会（児童会） 

 学校の築山の名前にちなんだ児童会主催の体育館で行う集会で、学期に１回実施しています。

縦割り班ごとに楽しむゲーム（「あっち向いてホイ」じゃんけんゲーム）をしたり、各組対抗の

ゲーム（「めざせ勝利の島」全員人運び）をしたりして、思い切り楽しみました。 

（５）ふれあいタイム（児童会） 

 児童会のふれあい委員会が、休み時間に縦割り班ごとに遊ぶ計画を立てて遊びました。２週間

に１回、鬼ごっこやハンドベースボールなどをして、グラウンドや芝生の中庭で一緒に楽しく遊

びました。 

ふだんの生活で、ふれあっている場面が見

られるようになってきました。上学年にとっ

ては、世話をしてあげようという自覚が高ま

り、優しい言葉遣いによるコミュニケーショ

ンの場面が見られています。下学年にとって

は、掃除の仕方を教えてもらったり、遊んで

もらったり、人に優しくしてもらう、大切に

されていることの嬉しさを感じることができ

ているようです。全校児童３６１名の、より

広い人間関係づくり、より日常的なふれあう

場面ができれば、より広い「かかわり」の中

での成長を期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■11 月 12 日（水）PTA 研修会もかねて、Ｍｒ．はてなさんこと畑中昌則さんのマジックシ

ョーが行われました■Ｍｒ．はてなさんは、皿沼出身で、南部小学校の大先輩です■また、山形

県のマジック協会の会長さんを務められています■ユーモアのある山形弁とともに次々と繰り

出されるマジックにみんなびっくり！とても楽しいひとときを過ごしました■そのあと行われ

た講演会では、「子育ては楽しくよ」の演題で、楽しいお話をしてくださいました■最後に「今

が大事」「さんなねごどは、さんなね」などのユニークな色紙をプレゼントしてくださいました。 

 

 

 

■12 月 2 日（火）午後 7 時から、髙橋寛さん、まり子さん、須藤恵美子さんをお迎えして、Ｐ

ＴＡの母親委員会主催の「うたとおはなしを楽しむ会」が行われました■たくさんの保護者のみ

なさんとお友達も来てくれました■おはなしは「100 万回生きたねこ」という絵本です■（あ

らすじ）100 万回も死んで、100 万回も生きたねこがいました。王様、船乗り、手品使い、ど

ろぼう、おばあさん、女の子・・・100 万人の人がそのねこをかわいがり、100 万人の人がそ

のねこが死んだときに泣きました。あるとき、ねこは誰のねこでもない、のらねこに。自分が大

好きなねこは、めすねこたちにちやほやされて有頂天になりますが、一匹の白く美しいねこに魅

せられます。やがて子どもが生まれ、自分よりも大切な家族を持つことに。そして・・・。100

万回死んでも悲しくなかったねこは、はじめて愛することを知り、愛する者を失って涙を流すの

です■ユーモア、情感あふれる語りと素敵な歌声、そして、綺麗なピアノの音色■心が豊かにな

る時間を過ごすことができました■寛さん、まり子さん、恵美子さん、ありがとうございました。     

 


